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審 査 の 結 果 の 要 旨
　この研究はリモートセンシング技術を活用して，毎年常習的に洪水に見舞われる地域の米作の被害を正確
に見積もるアルゴリズムを開発し，それを応用するものである。タイでは米の生産が重要な産業であるため，
洪水被害には政府がある程度補償する制度がある。しかし，被害の見積方法の限界から過大に評価し，政府
の余分な出費となっている。このような背景から，被害をできるだけ正確に評価することが重要な課題となっ
ている。これには衛星リモートセンシングが有効で，いくつかの先行研究がある。今回の研究の特徴と違い
は曇りや雨でも取得できるレイダー映像を使い，デジタル標高モデルと組み合わせることにより，洪水ピー
ク 1時期のみのデータで洪水域を正確に抽出し，その水深を cm単位で正確に推定できたことである。この
ようなアルゴリズムを開発したことは高く評価できる。これにより米の品種を考慮することで米作の被害が
正しく推定できるようになった。
　さらに，政府が作成した洪水頻度分布図と本研究で得られた水深分布図を組み合わせ，3品種の耐冠水性
を考慮して米作推奨図を作成したことは，理学的研究結果を具体的な社会経済政策へ応用したものとして，
高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
